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松本市国民健康保険税条例の一部を改正する条例や
令和 4 年度松本市一般会計補正予算などを可決

今定例会では、松本市国民健康保険税条例の一部を改正する条例や
令和 4年度松本市一般会計補正予算など市長から提出された 15件の議案の
ほか、1件の請願、1件の議会案を審議し、それぞれ議決しました。

▶議案審査等の概要は P5、審議結果の一覧は P6、一般質問は P7～ 13をご覧ください。

こんなことが決まりました！

議案第 4 号　松本市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
国民健康保険税率などの見直しに伴い、改正するもの
〈改正の主な内容〉
基礎課税額　⑴　所得割税率　100分の 9.1 → 100分の 8.1
　　　　　　⑵　世帯別平等割額　22,700 円 → 21,700 円

議案第 7 号　令和 4 年度松本市一般会計補正予算（第 1 号）
【松本市子育て世帯臨時特別給付金給付事業費】
新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、学級閉鎖などで影響

を受けた子育て世帯を支援するため、市独自の特別給付金を支給するもの
［対象世帯］平成16年 4月2日以降に生まれた児童を養育する世帯（23,500世帯）
［支給額］児童1人当たり1万円（対象児童数38,050人）

令和 4年 6月

定例会
6 月 6日～ 23日
（会期 18日間）

陳　情
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ
り提出するものです。議員の紹介は不要です。

消費税の適格請求書（インボイス）等 
保存方式※実施延期を求める陳情書

消費税のインボイス制度
の実施延期することを求め
る意見書を国に提出するこ
とを求めるもの

➡陳情書については、�
こちらからご覧いただけます。

※�適格請求書等保存方式（インボイス制度）
　�消費税の仕入税額控除を適格請求書（インボイス）
の発行または保存によって受けることができるよ
うになる制度

議会案
委員会で採択された請願に基づく意見書などを議員
が議案として提出するものです。

最低賃金の抜本的な引上げを求める意見書

委員会で採択された請願に基づく意見書などを議員
が議案として提出するものです。

➡議会案については、�
こちらからご覧いただけます。

否決

請　願
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ
り提出するものです。議員の紹介を必要とします。

最低賃金の抜本的な引上げを求める 
意見書の提出を求める請願

最低賃金を根本的に引き上げる趣旨の意見書を国に
提出することを求めるもの

➡請願書については、�
こちらからご覧いただけます。

　　不
  採択

31 年ぶりに
国民健康保険税が
引き下げられました！

　　不
  採択

togo-d283
長方形

togo-d283
長方形

togo-d283
タイプライターテキスト
　最低賃金の抜本的な引上げを求める意見書を国に提出することを求めるもの
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会で審査し、そ
の審査結果を参考に本会議で議決します。定例会中の委員会では、
議案の審査のほかにも、請願、陳情を審査しています。ここではそ
の一部をお伝えします。

令和 4 年度松本市一般会計補正予算（第 2 号） 
【自治体オンライン手続推進事業】

令和4年度末までに全国の自治体で児童手当、妊娠
届、介護認定などの手続きが、マイナポータルを活用し
たオンラインで行えるよう申請管理システムを整備する
ものです。

こんな質問が出ました

Q マイナポータルを活用したオンライン申請は、
マイナンバーカードが必要なことから、カード

が普及しないと多くの市民が利便性を享受できない
が、どう考えるか。

A マイナンバーカードやマイナポータル制度は、
デジタル社会、デジタル行政、デジタル市役所

の基盤的インフラである。システムが有効に機能する
よう市民への周知を徹
底する。庁内ではマイ
ナンバー担当とも連携
してマイナンバーカー
ド普及の取り組みを進
める。

議案第 8号可決 松本市国民健康保険税条例の一部を 
改正する条例

国民健康保険被保険者の負担軽減を図るため、令和
3年度決算で見込まれる余剰金を財源に、国民健康保険
税基礎課税額の所得割及び平等割を減税するものです。

こんな質問が出ました

Q 今回減税とはならなかった基礎課税額の均等割
についても、多子世帯の負担が大きいことか

ら、減税すべきではないか。

A 今回の改正では、県内 19市の中で最も高くなっ
ていた基礎課税額の所得割を優先して減税する

こととし、県内 19市の中では比較的低い水準であっ
た基礎課税額の均等割の減税は見送ったもの。市とし
ても、基礎課税額の均等割は多子世帯にとって負担が
大きいものと認識して
おり、引き続き国の動
向等を注視していきた
い。

議案第 4号可決

厳しくチェック !!

議案審査等の概要

令和 4 年度松本市一般会計補正予算（第 2 号） 
【まつもと住まい誘致プロジェクト事業費追加】
移住推進施策として実施しているＵＩＪターン就業

移住支援補助金について、申請件数が増える見込みで
あること、また国・県の補助金の交付要件が拡充され
たため、事業費を増額するものです。

こんな質問が出ました

Q 三大都市圏からの移住・転職が補助金交付対象
になるとのことだが、交付にあたって細かい条

件があると認識している。細かな条件をどのように説
明していくのか。

A 補助金交付に当たっての、細かい条件につい
て、松本市のホームページで説明するほか、事

前に移住推進課で相談
を受け付けている。今
後も、まずは相談を受
けたうえで、的確に必
要な手続きを案内して
いきたい。

議案第 8号可決 松本市ゼロカーボン実現条例
世界で頻発している集中豪雨や猛暑など地球温暖化

に起因する気候危機は全世界共通の喫緊で最優先の課
題です。そのため、松本市は脱炭素を「まちづくりの
大原則」として位置付け、2050 年にゼロカーボンを
実現するため、松本市、市内事業者と市民それぞれの
責務を明らかにし、今後の施策の基本方針など必要な
事項を定めるものです。

こんな質問が出ました

Q ゼロカーボンを実現するに当たり、市内事業者
や市民が実際何をすればよいのか。

A 市民や市内事業者が何をすればよいのかは、実
現条例に基づいて策定を進めている新しい実行

計画の中でお示しする。
できる限り早く示して
いきたい。

議案第 1号可決

乗鞍高原地域では、環境省の脱炭素先行地
域として、ゼロカーボンに取り組んでいます。



詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。
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審　議　結　果
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条例

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 松本市ゼロカーボン実現条例 建

可決 可決

2 松本市市税条例等の一部を改正する条例 総

3 松本市民生委員の定数を定める条例の一部を改
正する条例 厚

4 松本市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例 厚

5 松本市体育施設の設置管理等に関する条例の一
部を改正する条例 経

6 松本市立博物館条例の一部を改正する条例
基幹
博物館
建設

予算

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

7 令和４年度松本市一般会計補正予算（第１号） 総　務
厚　生

可決 可決8 令和４年度松本市一般会計補正予算（第２号） 4常任

9 令和４年度松本市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号） 厚

財産

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

10 市有財産の取得について（タイヤドーザー） 建

可決 可決11 市有財産の譲渡について（安曇橋場老人集いの
家） 厚

12 市有財産の譲渡について（新村荘） 経

道路

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

13 市道の認定について 建 可決 可決

その他

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

14 市営住宅明渡等請求事件に係る和解について 総 可決 可決

報告

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

報 1 令和４年度松本市市街地駐車場事業特別会計補
正予算（第１号） 経 承認 承認

議会案

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

議 9 最低賃金の抜本的な引上げを求める意見書 － － 否決

請願

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

請 9 ※ 最低賃金の抜本的な引上げを求める意見書の提
出を求める請願について 経 採択 不採択

※�委員会では採択となりましたが、本会議で起立採決の結果、賛成少数により
不採択となりました。

陳情

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果回付

委員会
審査
結果

陳 3 消費税の適格請求書（インボイス）等保存方式
実施延期を求める陳情書 総 不採択 ー

○：賛成　　　×：反対　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）
会派名
議員名

議案
番号

開　明 政友会 誠の会 公明党 日本共産党
松本市議団 無所属

上
條　
敦
重

吉
村　
幸
代

今
井
ゆ
う
す
け

川
久
保
文
良

上
條　
　
温

芝
山　
　
稔

牛
丸　
仁
志

古
沢　
明
子

村
上　
幸
雄

中
島　
昌
子

上
條　
俊
道

柿
澤　
　
潔

若
林　
真
一

阿
部　
功
祐

犬
飼　
信
雄

太
田　
更
三

内
田　
麻
美

勝
野　
智
行

上
條
美
智
子

近
藤　
晴
彦

塩
原　
孝
子

澤
田
佐
久
子

犬
飼　
明
美

池
田　
国
昭

横
内　
裕
治

田
口　
輝
子

上
條　
一
正

神
津
ゆ
か
り

土
屋　
眞
一

8 ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
請９、議９ ○ ○ × ○ ○ 議 × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ○

賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど
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※ 2　V バーン計画　地元の鉄道会社が老朽化したロープウェイを延長して、V字型に架け替える計画
用語
解説

質問項目

質問項目

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページから
見ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。

一般質問
ここが聞きたい !!

政
友
会

柿か
き
ざ
わ澤　
潔
き
よ
し

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
つ
い
て

市
財
政
の
損
失

不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ
り
、
市
立
病
院

の
医
業
収
益
に
４
６
０
万
円
の
影
響
が
出

た
。
担
当
課
全
体
で
検
討
し
た
上
で
の
職

場
体
制
の
見
直
し
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
年
度
末
に
は
、
努
力
し
て
こ
れ
だ
け

損
失
回
復
が
で
き
た
と
い
う
報
告
を
し
て

ほ
し
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
見
解
を

伺
う
。

事
務
部
長　
組
織
全
体
の
責
任
で
あ
る
と

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
改
め
て
業
務
手

順
を
見
直
す
中
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を

整
備
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。
損
失
の

回
復
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
推
進
し
て

き
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
電
気
、
そ
の
他

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
の
削
減
に
加

え
、
事
務
職
員
の

勤
務
体
制
の
見
直

し
を
図
り
、
費
用

の
削
減
に
努
め

る
。

政
友
会

上か
み
條じ
ょ
う
　
俊と
し
道み
ち

・
ふ
る
さ
と
寄
付
金
に
つ
い
て

・
山
岳
観
光
に
つ
い
て

・
中
部
縦
貫
道
進
捗
に
伴
う
諸
課
題
に
つ
い
て

上
高
地
新
輸
送
シ
ス
テ
ム

グ※
１

リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
登
山
鉄
道
と
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
建
設
を
例
に
、
地
方
か
ら
国
を

動
か
す
意
識
で
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
新
た
な
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
建
設
・
Ｖ※

２

バ
ー
ン
計
画
は
、
当
初

賛
成
す
る
地
元
住
民
は
2
割
程
度
で
あ
っ
た

が
、
住
民
と
の
調
整
役
と
し
て
村
が
説
得
を

続
け
、
最
終
的
に
は
7
割
を
超
え
る
賛
成
を

得
て
一
昨
年
実
現
し
た
。
上
高
地
新
輸
送

シ
ス
テ
ム
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業

が
主
導
す
る
構
想
と
し
て
評
価
で
き
る
一

方
、
多
額
の
資
金
を
調
達
す
る
方
法
や
関
係

す
る
中
央
省
庁
の
調
整
な
ど
重
い
課
題
が
あ

る
が
、
官
民
連
携

で
新
た
な
挑
戦
を

検
討
す
る
時
期
で

あ
り
、「
世
界
に
冠

た
る
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
」
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

QA

QA

適切な事務処理を

上高地の沢渡ナショナルパークゲート

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
6月定例会では、17人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展開
しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。
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※ 3　デジタルディバイド（情報格差）　情報通信技術（IT）の恩恵を受けることのできる人とできない人の間に生じる格差
のこと。
※ 4　ICT　通信技術を活用したコミュニケーションを指し、通信技術を利用した産業やサービスなどの総称

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

政
友
会

村む
ら
上か
み　
幸ゆ
き
雄お

・
危
機
管
理
に
つ
い
て

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て�

な
ど

デ3
※

ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
整
備
し
た
一

人
一
台
端
末
に
よ
る
普
段
の
学
習
、
対
面

授
業
で
の
活
用
は
、
ま
だ
途
上
で
学
校
に

よ
り
温
度
差
が
あ
る
と
聞
く
。
学
び
を
保

証
し
、
学
校
で
格
差
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ

イ
ド
が
生
じ
な
い
対
応
の
実
情
を
伺
う
。

教
育
監　
機
器
や
ソ
フ
ト
は
全
校
に
導
入

さ
れ
て
い
る
が
、
活
用
状
況
や
職
員
の
技

術
ス
キ
ル
に
差
異
が
あ
り
、
学
級
、
学

年
、
学
校
間
の
格
差
が
あ
る
。
教
育
委
員

会
で
は
、
以
下
４
点
を
重
点
に
格
差
解
消

を
目
指
し
て
い
る
。
①
Ｉ※

４

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

活
用
②
教
育
委
員
会
か
ら
の
支
援
③
校
内

組
織
の
活
用
④
リ
ス
ク
管
理
も
含
め
た
状

況
把
握
。
こ
の
よ

う
な
仕
組
み
に
よ

り
、
学
校
の
状
況

を
把
握
し
、
格
差

を
な
く
し
て
い

く
。

誠
の
会　

阿あ

部べ　
功こ
う
祐す
け

・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
文
化
観
光
行
政
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
あ
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
の
評
価
、

課
題
、
目
指
す
姿
に
つ
い
て
、
教
育
長
の

考
え
は
。
ま
た
、
国
制
度
の
導
入
を
含
め

た
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
検

討
状
況
を
伺
う
。

教
育
長　
本
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
中
で
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
地
域
の

方
々
に
と
っ
て
は
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ

る
機
会
で
、
公
民
館
と
い
う
地
域
資
源
を
生

か
し
た
松
本
ら
し
い
地
域
づ
く
り
の
姿
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
全
体
で
学

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

か
ら
、
本
市
が
目
指
す
教
育
の
一つ
の
形
で

あ
る
と
考
え
る
。
い
く
つ
か
の
課
題
が
報
告

さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
、
国
の
制
度

を
導
入
し
た
モ
デ

ル
校
を
設
置
し
、

課
題
や
効
果
な
ど

を
検
証
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

塩し
お
原は
ら　
孝た
か
子こ

・
相
談
は
何
で
も
受
け
て
断
ら
ず
ま
る
ご
と
支
援

す
る
相
談
体
制
に
つ
い
て
（
重
層
型
支
援
体
制

整
備
事
業
）�

な
ど

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用

今
回
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
広
く

市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
活
用
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
夏
場
の
電
気
代

補
助
な
ど
対
象
者
を
広
げ
て
給
付
を
要
望

す
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
長
引
い
た
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
に
よ
る
原
油
価
格
の
高
騰
、
急
速

に
進
む
円
安
に
よ
り
、
市
民
生
活
や
事
業

経
営
に
影
響
が
出
始
め
て
お
り
、
対
策
が

喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
夏
場
の
電

気
代
補
助
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
方

を
対
象
と
す
る
か
調
整
し
、
早
期
に
議
会

に
提
案
し
て
い
く
。
今
回
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
は
、
制
度
の
趣
旨
を
鑑
み
、
生

活
者
支
援
と
事
業

者
支
援
の
両
面
か

ら
幅
広
く
市
民
の

生
活
を
支
え
る
た

め
に
活
用
を
図
っ

て
い
く
。

QA

QA

QA

一人一台のデジタル端末

筑摩小の農業体験（地域の方の協力で
松本一本ねぎを栽培）

夏場の電気代の補助を
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質問項目

質問項目

質問項目

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

池い
け
田だ　
国く
に
昭あ
き

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の「
核
兵
器
を
使
う
こ

と
も
辞
さ
な
い
」発
言
に
関
連
し
て

核
戦
争
に
し
な
い
一
番
の
保
証
は
核
兵
器

廃
絶
で
あ
る
。
平
和
首
長
会
議
は
昨
年
7

月
に
「
核
保
有
国
及
び
そ
の
同
盟
国
に
対

し
、
市
民
と
協
力
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約

の
早
期
締
結
を
求
め
る
署
名
を
集
め
る
」

と
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た
。

首
長
会
議
に
は
加
盟
す
る
が
、
こ
の
運
動

に
は
参
加
し
な
い
、
市
長
が
署
名
を
し
な

い
こ
と
は
自
己
矛
盾
で
は
な
い
か
。

市
長　
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
す
る
こ
と

と
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
締
結
を
求

め
る
活
動
の
署
名
を
慎
重
に
検
討
す
る
こ

と
は
矛
盾
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
日
本

の
恒
久
的
な
平

和
と
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
実

現
を
目
指
す
立

場
か
ら
、
引
き

続
き
署
名
の
必

要
性
を
検
討
し

て
い
く
。

公
明
党

内う
ち
田だ　
麻あ
さ
美み

・
女
性
の
働
き
方
及
び
コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
労
支
援

に
つ
い
て

市
の
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

今
後
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
労
働
を
求
め
る

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｉ

Ｔ
技
術
者
に
お
け
る
女
性
の
割
合
は
19
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
女
性
の
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
は
急
務
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
創
出
の
認
識
と
必
要
性
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
は
。

宮
之
本
副
市
長　
令
和
4
年
2
月
に
市
で

策
定
し
た
「
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に

関
す
る
骨
太
の
方
針
」
の
中
で
、
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
育
成
に
触
れ
て
い
る
。
現
在
、

市
で
取
り
組
ん
で
い
る
関
連
施
策
の
中

で
、
女
性
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
を
行
っ
て
い
る
。
男
女
の
分
け
隔
て
の

な
い
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
も
、
性
差
を
考
慮
し

た
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

も
両
方
大
切
だ
と
考
え

て
お
り
、
今
年
度
も
推

進
し
て
い
く
。

公
明
党　

勝か
つ
野の　
智と
も
行ゆ
き

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
・
図
書
館
行
政

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用

①
物
価
上
昇
を
受
け
た
給
食
費
に
つ
い
て

②
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

市
長　
①
長
引
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で
子
育
て

世
帯
の
負
担
が
増
し
て
い
る
中
、
学
校
給

食
の
中
身
と
値
段
を
維
持
し
、
子
ど
も
た

ち
に
栄
養
価
の
高
い
給
食
を
提
供
す
る
こ

と
は
、
優
先
順
位
の
高
い
課
題
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
、
食
材
費
の
値
上
が

り
分
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
で

補
て
ん
し
、
給
食
費
を
引
き
上
げ
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
②
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
生
活
者
支
援

と
事
業
者
支
援
の

両
面
か
ら
、
必
要

な
支
援
は
何
か
と

い
う
視
点
か
ら
掘

り
下
げ
、
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て

い
る
。

QA

QA

QA

DX・デジタル化推進に関する骨太の方針

松本市の学校給食

署
名
活
動
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス

タ
ー
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※ 5　BIG データ　従来のデータベース管理システムなどでは記録や保管、解析が難しいような巨大なデータ郡のこと。
※ 6　KPI（重要業績評価指標）　目標を達成する上で、その達成度合いを計測、監視するための定量的な指標
※ 7　PDCA サイクル　Plan（計画）Do（実行）Check（評価）Act（改善）の 4段階を繰り返して業務を継続的に改善
する方法

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

公
明
党

上か
み
條じ
ょ
う
　
美み

智ち

子こ

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
配
慮
し
た

学
校
の
施
設
環
境
に
つ
い
て

・
使
用
済
み
紙
お
む
つ
に
つ
い
て�

な
ど

保
育
園
で
の
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
対
応

公
立
保
育
園
に
お
い
て
、
保
育
士
や
保
護

者
の
負
担
軽
減
と
衛
生
面
へ
の
配
慮
と
し

て
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
を

廃
止
し
、
園
で
回
収
し
て
は
ど
う
か
、
市

の
見
解
は
。

市
長　
市
の
公
立
保
育
園
が
使
用
済
み
の

紙
お
む
つ
を
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
は
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
仕
分

け
す
る
保
育
士
の
負
担
で
も
あ
る
と
し
て
、

保
育
園
で
回
収
し
処
分
し
て
ほ
し
い
と
市
民

か
ら
も
要
望
が
あ
っ
た
。
保
護
者
に
子
ど
も

の
排
せ
つ
状
態
を
把
握
し
て
も
ら
う
布
お
む

つ
時
代
以
来
の
慣
習
だ
っ
た
が
、
連
絡
を
密

に
す
る
こ
と
で
対
応
は
可
能
で
あ
り
、
速
や

か
に
保
育
園
で
一

括
処
分
す
る
体
制

を
取
る
こ
と
と
し

た
。
予
算
に
つ
い

て
は
、
準
備
が
整

い
次
第
、
議
会
で

協
議
す
る
。

開
明上か

み
條じ
ょ
う
　
敦あ
つ
重し
げ

・
教
育
政
策
に
つ
い
て

・
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
つ
い
て

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
検
証
と
課
題

提
案
と
し
て
①
専
門
の
人
材
を
入
れ
松
本

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
役
割
や
機

能
を
根
本
的
に
見
直
す
こ
と
②
近
い
将
来

市
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
立
案
し
経

済
や
観
光
周
辺
の
Ｂ※

５

Ｉ
Ｇ
デ
ー
タ
の
分
析

を
政
策
に
反
映
で
き
る
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設

立
し
て
は
ど
う
か
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
①
現
在
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

は
、
Ｋ※

６

Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を

明
確
に
設
定
し
、
Ｐ※

７

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
せ
る
役
割
や
機
能
を
担
い
、
そ
れ
に
見

合
う
人
材
を
揃そ

ろ
え
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
根
本
に
立
ち
返
り
、

時
代
に
即
し
た
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
。
②
市
の
観

光
部
局
と
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
の

現
状
の
役
割
を
見

直
し
、
新
た
な
官

民
連
携
の
形
を
早

急
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

開
明吉よ

し
村む
ら　
幸さ
ち
代よ

・
松
本
市
地
域
防
災
計
画
と
文
化
財
の
被
災
対
策

・
本
市
の
法
務
体
制

基
幹
博
物
館
建
設
と
法
的
課
題

中
核
市
移
行
に
伴
い
、
法
の
視
点
を
大
切

に
し
た
確
実
な
業
務
推
進
体
制
が
求
め
ら

れ
る
中
、
市
の
法
務
体
制
の
あ
り
方
を
見

直
し
た
方
が
良
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
基

幹
博
物
館
建
設
に
つ
い
て
、
市
長
就
任
直

後
の
任
と
は
「
公
金
を
投
じ
て
建
設
す
る

建
物
の
耐
用
年
数
に
応
じ
た
安
定
し
た
用

地
の
確
保
」
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
市
長

の
見
解
は
。

市
長　
さ
ら
な
る
法
務
体
制
の
強
化
が
必

要
で
あ
り
重
要
と
考
え
る
。
顧
問
弁
護
士

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。「
市
長
就
任
当
初

の
任
」
に
つ
い
て
は
、
基
幹
博
物
館
の
建

設
を
進
め
る
に
あ

た
り
、「
安
定
的

な
用
地
の
確
保
」

が
重
要
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お

り
、
そ
の
考
え
は

就
任
当
初
か
ら
変

わ
っ
て
い
な
い
。

QA

QA

QQA

保育園で使用済み紙おむつを一括処分へ

大名町にある松本市観光情報センター

建設が進む基幹博物館

togo-d283
長方形

togo-d283
タイプライターテキスト
群
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康を保護することを目的に策定された法律
用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

開
明川か

わ
久く

保ぼ　
文ふ
み
良よ
し

・
市
長
の
政
治
姿
勢

松
本
城
南
・
西
外
堀
復
元
事
業

汚
染
土
壌
を
他
の
土
木
構
造
物
に
利
用
し

た
場
合
、
松
本
城
南
・
西
外
堀
を
復
元
し

た
結
果
と
し
て
、
土※

8

壌
汚
染
対
策
法
上
の

指
定
区
域
が
新
た
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
指
定

区
域
と
な
る
こ
と
で
情
報
を
明
ら
か
に

し
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
行
う
場
合
は

事
前
の
届
出
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
適
切

に
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
認
識

し
て
い
る
。
土
壌
を
利
用
す
る
場
所
は
新

た
に
指
定
区
域
と
な
る
た
め
、
指
定
区
域

と
な
っ
た
地
元
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
を

行
い
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠

と
考
え
る
。
そ
の
際

に
は
、
法
律
に
基
づ

き
適
切
に
管
理
さ
れ

る
こ
と
を
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
最
大
限

に
努
め
る
。

無
所
属

土つ
ち
屋や　
眞し
ん
一い
ち

・
都
市
計
画
に
つ
い
て

中
部
縦
貫
自
動
車
道
波
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用

ア
ル
プ
ス
リ
ゾ
ー
ト
計
画
の
上
高
地
や
乗

鞍
の
玄
関
口
に
あ
た
る
中
部
縦
貫
自
動
車

道
波
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
け

る
農
産
物
直
売
所
な
ど
の
施
設
整
備
の
将

来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
改
定
し
た
松
本
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
中
部
縦
貫
自
動

車
道
波
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土

地
利
用
の
整
備
方
針
を
、
地
域
産
業
育
成

や
観
光
交
流
の
た
め
の
施
設
整
備
と
位
置

づ
け
、
良
好
な
営
農
環
境
と
調
和
し
た
適

正
な
土
地
利
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
、
波
田
地
区
の

特
性
と
農
業
振
興
な
ど
を
考
慮
し
、
農
産

物
直
売
所
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
な
施
設
整
備
を
想
定
し
て
い
る
。

今
後
、
具
体
的
な
土
地
利
用
や
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
様
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

無
所
属

横よ
こ
内う
ち　
裕ゆ
う
治じ

・
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
と
課
題
に
つ
い
て

・
太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て

成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
る
労
働
契
約

の
知
識
普
及
の
具
体
策

新
た
に
成
年
者
と
な
っ
た
若
者
や
高
校
生

に
、
働
く
こ
と
へ
の
意
識
を
高
め
る
対

策
、
就
職
や
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
気

軽
に
で
き
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

が
、
市
の
対
策
は
。

産
業
振
興
部
長　
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ

で
18
歳
か
ら
自
己
の
判
断
で
労
働
契
約
を

結
ぶ
こ
と
と
な
る
。
労
働
ト
ラ
ブ
ル
を
自

ら
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
社
会
経

験
に
乏
し
く
労
働
契
約
な
ど
に
理
解
の
浅

い
若
者
が
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
る
。
市
で
は
、
国
や
県
と
連
携

し
な
が
ら
、
若
者
職
業
な
ん
で
も
相
談
な

ど
の
労
働
相
談
、
啓
発
事
業
で
親
身
な
対

応
を
行
う
。
さ
ら
に
18
歳
未
満
の
高
校
生

を
対
象
と
す
る
労
働
法
制
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
を
高
校
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
労
働
に

関
す
る
知
識
の
事
前
習
得
、
啓
発
に
も
力

を
入
れ
て
い
く
。

QA

QA

QA

外堀復元事業（南外堀）
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質問項目

質問項目

質問項目

無
所
属

田た

口ぐ
ち　
輝て
る
子こ

・
災
害
支
援
に
女
性
の
視
点
を

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て�

な
ど

災
害
時
子
育
て
支
援
と
し
て
の
保
育
園
の

活
用

保
育
園
を
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
た
お
母
さ

ん
た
ち
の
避
難
所
に
活
用
で
き
な
い
か
と

要
望
し
て
き
た
が
、
平
成
30
年
度
に
は
乳

幼
児
一
時
避
難
所
と
し
て

※
９13
園
を
選
定
し

対
応
す
る
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後

の
対
応
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
ど
も
部
長　
現
在
12
園
を
乳
幼
児
一
時

避
難
所
に
選
定
し
て
い
る
。
指
定
避
難
所
に

乳
幼
児
対
応
室
が
立
ち
上
が
る
ま
で
１
週
間

程
度
開
設
す
る
。
乳
幼
児
に
必
要
な
お
む

つ
、
ミ
ル
ク
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。
開
設

運
営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
職
員
が
迅
速
確
実
に

対
応
で
き
る
よ
う
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

災
害
発
生
の
際
に

は
、
子
育
て
家
庭

な
ど
に
配
慮
し
た

安
全
安
心
な
避
難

所
環
境
を
提
供
で

き
る
よ
う
関
係
部

局
と
連
携
し
、
開

設
運
営
を
行
う
。

無
所
属

神こ
う
津づ　
ゆ
か
り

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
事
業

波
田
と
梓
川
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
地
産
地

消
率
、
栄
養
摂
取
率
の
い
ず
れ
も
東
西
給

食
セ
ン
タ
ー
に
比
べ
て
高
い
数
値
を
出
し

て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
。

教
育
次
長　
東
部
と
西
部
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
調
理
食
数
が
多
く
、
配
送
時

間
に
間
に
合
う
よ
う
３
つ
の
献
立
メ

ニ
ュ
ー
を
３
コ
ー
ス
に
分
け
て
行
う
た

め
、
工
程
が
複
雑
で
手
間
が
か
か
り
、
や

む
を
得
ず
カ
ッ
ト
野
菜
や
冷
凍
食
品
な
ど

を
多
く
使
用
し
て
い
る
。
一
方
、
波
田
と

梓
川
の
セ
ン
タ
ー
は
、
規
格
外
の
地
元
野

菜
の
調
理
が
可
能
で
、
ひ
と
手
間
加
え
た

メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
で
き
る
た
め
、
地
産
地

消
率
や
栄
養
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
今
回
お
示
し
し
た
再
整
備
プ
ラ
ン

は
、
大
規
模
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
も
効
率

的
な
調
理
動
線
や
高
機
能
調
理
機
器
の
導

入
に
よ
り
波
田
と
梓
川
セ
ン
タ
ー
の
給
食

の
質
を
で
き
る
限
り
維
持
で
き
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

無
所
属

上か
み
條じ
ょ
う
　
一か
ず
正ま
さ

・
住
民
自
治
力
（
一
斉
清
掃
を
通
し
て
）

一
斉
清
掃
を
通
し
た
課
題

地
域
住
民
に
公
共
空
間
の
維
持
は
行
政
の

責
任
だ
と
い
う
意
識
が
大
き
く
広
が
る
こ

と
は
、
大
変
危
惧
す
べ
き
こ
と
。
問
題

点
・
課
題
に
対
し
、
住
民
自
治
力
の
視
点

で
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

副
市
長　
一
斉
清
掃
の
場
や
河
川
清
掃
の

場
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
、清
掃
の
意
味

を
理
解
す
る
市
民
が
増
え
、住
民
自
治
力

の
維
持・向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
清
掃
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
、
あ
る
い
は

住
民
自
治
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
様
々
な
方
法
を
と
り
な
が
ら
も

今
ま
で
続
け
て
き
た
地
域
ご
と
の
清
掃
へ

の
参
加
の
仕
方
を

ど
う
継
続
発
展
さ

せ
る
か
。
特
に
河

川
の
清
掃
に
つ
い

て
の
実
態
と
対
応

を
関
係
部
局
と
と

も
に
考
え
て
い
く
。

QA

QA

QA

乳幼児一時避難場所の 1つである桐保
育園

河川の一斉清掃風景

※ 9　乳幼児一時避難所の 13 園　さくら保育園、みつば保育園、梓川東保育園、安曇保育園、井川城保育園、桐保育園、
寿保育園、小宮保育園、乗鞍保育園、双葉保育園、柏木保育園、里山辺保育園、奈川保育園（休園中）

用語
解説
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まつもと市議会だより 
vol.19815 ※ 1　全国で 7 位　　全国で回答した都道府県及び市町村議会 1355自治体中

※ 2　中核市で 1 位　全国で回答した中核市 61市中
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〒
３
９
０-

８
６
２
０　
松
本
市
丸
の
内
３
番
７
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
６
３-

３
４-

３
２
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
３-

３
４-

９
８
１
１

発
行　
松
本
市
議
会　

編
集　
広
報
部
会　
議
会
だ
よ
り
編
集
班

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
１
９
８

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

８
月
１
日
発
行

ま
つ
も
と
市
議
会
だ
よ
り

今
夏
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
松
本
ぼ
ん

ぼ
ん
。
参
加
者
の
人
数
制
限
や
踊
り
中
の
か

け
声
は
禁
止
で
は
あ
る
も
の
の
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
踊
り
連
を
見
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、

セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
Ｏ
Ｍ
Ｆ
）
は
、
１
９
９
２
年
の
誕
生
か
ら

今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
楽
都
松
本
を

感
じ
る
音
色
響
く
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

議
会
も
、
今
年
度
は
視
察
な
ど
の
活
動
を

再
開
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
様
の

お
声
を
市
政
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
部
会　
議
会
だ
よ
り
編
集
班

　
　
　
　
　
部
会
長　
　
澤
田　
佐
久
子

　
　
　
　
　
副
部
会
長　
内
田　
麻
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
沢　
明
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林　
真
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井　
ゆ
う
す
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
條　
美
智
子

編　
集　
後　
記

松本市梓川新規就農支援里親の会
～俺たちと日本一のりんごを作ろう！～

梓川でリンゴ栽培をするお二人で
す。モットーは、一緒にロマンを追い
かけよう（佐原さん）。遊びでも全
力、農業はもっと全力（二村さん）。
佐原さんと二村さんは、梓川小室地区
でりんご栽培をする農業者です。梓川
地区は、松本市北西部に位置し、南は
上高地を源流とする梓川が流れ、北は
安曇野市と接しています。就農希望者
の支援に積極的に取り組んでいます。
りんご栽培に情熱を持つお二人にお聞
きしました。

里親の会を立ちあげた経緯につい
て教えてください。

自宅周辺でも空き地が増加して荒廃
化する現状をくい止めようという思い
から始めました。高齢化に伴い、果樹
栽培農家が減っています。令和 3年

キラリキラリ
輝輝くく市民市民にに
インタビュー！インタビュー！

れています。35センチ間隔でりんご
の木を植える方法で、日本でも最新の
技術です。新規で就農する人も、短期
間で収入につながり、作業がしやすい
環境で参入しやすくなってきていま
す。
兵庫県より里親の体験研修に参加し
た 40代の夫婦と息子さんとお孫さん
3世代が毎週のように来松し勉強され
ており、里親としての手ごたえとやり
がいを感じています。今年の 10月か
ら松本に定住し、新規就農里親研修制
度を活用して、来年 4月に研修に入
る予定です。

市議会や議員に望むことと、市民
の皆様へのメッセージ

市議会や議員さんには農業に関心を
持って、魅力を再発見し、広く発信し
ていってほしいです。
秋になると、色鮮やかに実るりんご
並木を見にお出かけください。

二
に
村
むら
　正
まさ
光
みつ
さん（左）　佐

さ
原
はら
　茂
しげる
さん（右）4 月に JAあづみりんご部会梓支部会

員 229 人を対象に実施したアンケー
トで、後継者のいない経営主が 74％
を占める結果となりました。この結果
を受け、果樹産地としての強い危機感
から担い手や新規就農者の確保にむけ
た研修会を行い、組織作りに対する理
解を深め、令和 3年 12月に JA梓川
果樹協議会の特別委員会として、里親
の会を発足しました。

果樹栽培の歴史と進化について教
えてください。

りんご栽培は昭和初期から始まりま
した。昭和 40年代後半頃からわい化
栽培技術の導入がされ、急速に植栽が
進み、梓川地区は長野県内でも有数の
りんご産地になりました。りんご栽培
技術の先駆けとなった「梓わい化栽培

組合」は、第 13回日本農
業賞、第 23回農林水産祭
天皇杯を受賞しており、
この受賞を機に梓川中学
校の生徒さんによるりん
ご摘果作業の手伝いが始
まりました。毎年恒例と
なっており、松本市全体
に広がりました。
今のりんご栽培には、

高密植栽培が取り入れら

ホームページから
ご覧いただけます

↓

わたしたちの暮らし と どうつながっているの？

？

市へのお願いがあるときは？

？
　こうしてほしいというお願いや意見を文

書にまとめて市議会に出せるんだ。（請願・

陳情）
　「バスや電車をもっと利用しやすくして

ほしい」と高校生が請願を出して、議会で認

められたよ。　総合体育館の隣にあるスケートボード場

は、市民や議会から要望があったので市が

若者の意見を聞いてつくったんだ。

せい  がん

せい  がん

そう  ごう

わか もの

となり
みと

ちん じょう

▲ 高校生が委員会に出席して請願の説明をしたよ

せいがん

どこで話し合っているの？

？
　市役所の東庁舎にある「議場」で本会議

を、「委員会室」で委員会をやっているよ。

　本会議や委員会の様子は、だれでも議場

や委員会室に来て、実際に見たり聴くこと

ができるんだ。（傍聴）　本会議の様子は、インターネットで見る

こともできるよ。

ひがしちょうしゃ

ぼうちょう

じっ さい

き

▲ 議場

よく話し合うことが基本です。

・選挙で選ぶ  （18 歳から）

・選挙で選ぶ  （18 歳から）

じつ げん

く

・市民の願い実現　のために働く
・市民のために　働く

ぜいきん

き ほん

・税金などのお金の使い方や、仕事の計画を提案する

てい あん

てい あん
・お金の使い方や仕事の計画を決める

・必要な仕事を提案する

市 民

市 長

議 員

？市議会ってなに？議員の仕事って？

みなさんの知らないこと教えちゃいます！

松本市マスコ
ットキャラク

ター「アルプ
ちゃん」

てい あん

はん えい

てい あん しん　さ

ひょう  か①市の仕事が正しく行われているかチェックし、

　評価しているよ。

②市の提案を審査し、議員からも

　提案するよ。

③市の仕事について市民に説明し、

　参加も進めるよ。

④市民の意見をよく聞いて、

　議会に反映しているよ。

議員って何をしているの？

？
松本市には今、29人の議員がいるよ。

（定数は 31 人だよ。）

さい市議会議員選挙に立候補できるのは

25 歳以上の市民だよ。

議員は何人いるの？
？

女性は 10 人
男性は 19 人

　みなさんは毎日の

生活の中で水道の水

で手や顔を洗ったり、

道路を通って学校へ

行って勉強したり、公

園で遊んだり、図書

館に行って本を読ん

だりしているよね。

　本当はみなさんで話し合って、つくり方や

使い方を決められるといいんだけど、それは

とても大変なことなので…

選挙で選ばれた

「議員」がみなさんの

代表として話し合い

をして決めているん

だ。これが市議会な

んだよ。

1 2
3 4

まつもと市議会
りよだもどこ
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あら

じょせい

だんせい

りっ  こう  ほ

　この水道や道路、学校、

公園、図書館などをつくっ

たり管理したりするのは

「松本市」の仕事で、どれも

みなさんの生活にとって大

切なことばかりなんだ。

高密植栽培（梓川にある佐原さんのりんご農園）




